
  第１回：オリエンテーション

日　　時：5月 21 日（日）　13：30 ～ 16：30
会　　場：江東区役所　７Ｆ会議室
内　　容：オリエンテーション

・今年度の主旨と取り組みを説明しました。
・UD理解のため、講師をお招きしてお話をうかがいました。
・その後、グループに分かれて、「ボランティアってなんだろう？」について
話し合いました。

プログラム：

13：30　【開会】あいさつ
13：35　①【今年度の進め方】趣旨と取り組みの内容
14：00　②【講座】日本とアメリカで盲導犬を利用して感じたこと
（60 分）　　　　　   講師　土井　健太郎さん
15：00　～休　憩（10 分）～
15：10　③【グループワーク】
（50 分）　　・グループ内で自己紹介
　　　　　   ・ボランティアってなんだろう？

※ボランティアと言っても、そのイメージは多様です。
　このワークショップとして求めるボランティア像を話し合います。

　　　１）ボランティアの人物像
　　　　　※具体的に、どんな人が増えると良いのか
　　　２）ボランティアに必要なスキル（能力）
　　　　　※その人はどんなスキルを持っていると良いのか

16：00　【発表と意見交換】
（25 分）
16：25 事務連絡、アンケート記入
16：30 終了



①【今年度の進め方】
取り組みの趣旨を説明しました。

●ワークショップの目的
2020 年の東京オリンピック・パラリンピックでは多くの人が国内外から江東区

を訪れます。これを契機としてユニバーサルデザインまちづくりの視点から来訪者
を迎え入れるとともに、そのレガシー（遺産）として住みよいまちづくりにつなが
るような「ボランティア意識の向上」を目指します。

《テーマ１》
：「ボランティア」って何をするの？どんなことが必要なの？今年度の成果物
（ボランティアマニュアルなど）と併せて考えます。
《テーマ２》
：江東区のまち歩きを行い、ボランティアとして、どんな視点で来訪者の支援
や魅力を伝えたら良いか考えます。

《テーマ３》
：「ボランティア」に求められるコミュニケーションのあり方、心構えなどを
実際の現場に出て考えます。
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②【講座】日本とアメリカで
　　　　　　盲導犬を利用して感じたこと
　　　　　　　　　東京都網膜色素変性症協会　会長　
　　　　　　　　　　土井　健太郎さん

日本とアメリカの２つの国で盲導犬を利用している体験を通して、多様な人への対
応を考えるヒントとなるお話をいただきました。
～自己紹介～
私は 3歳で網膜色素変性症 (RP) と診断され、弱視ではあったものの通常の小中学校

に通いました。受験を経て、高校 1年生の時に視覚障害による身体障害者と認定され
ました。
その後、一浪しながらも、がんの研究をしたいとの気持ちから、大学の生物学科に

入学しました。大学卒業後も研究を続けたかったため、別の大学院へ進み、博士号を
取得しましたが、更に研究を続けるにあたり、いまだに治療法が見つかっていない自
分の病気を新たな研究テーマにすることとしました。
ニューヨークの大学で研究する機会を頂けたことから、10 年間渡米することになり

ました。その間に、9/11 のテロを間近で経験し、盲導犬との出会いもありました。
研究に一区切りつけられたところで帰国を決め、医療機器メーカーに就職すること

となりました。新しい治療を患者様に提供すべく、臨床開発部で業務にあたり、現在
に至ります。



③【グループワーク】
■ボランティア像を考えるヒント

（１）ボランティアの人物像

①ボランティアの定義
▶「ボランティア」というと、社会活動などに無償で参加する人といった固定的な
イメージがあるかもしれません。ボランティアとはどういう人で、どんな行動を
とることが求められているのでしょうか。
▶ここでは、自らの意思で社会活動等に無償を原則として参加することをボラン
ティアの基本とし、江東区の魅力のひとつ「人情」と相通ずる概念としてとらえ
ます。「人情」とは、来訪者や他者とつながり、働きかけようとする心持ちであり、
その背景には、ユニバーサルデザインにつながる「他者への理解」があると考え
ます。

②多様な人、文化が共生するまちづくりの核となる人を増やす
▶東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機として、江東区への来訪者にウ
エルカムの気持ちを伝えること、東京 2020 大会のレガシーとして、その人材が
UDまちづくりの核になっていくことを目指します。
▶UDの基本である多様な人や文化に対する理解、共感、継続した実践（スパイラ
ルアップ）を基本とします（英語ができる、できないということにこだわらない）。

③「意識」を「行動」につなげる
▶思いは相手に伝わることが大切です。「意識」を「行動」に結びつけることを目
指します。

④ボランティアの人物像（例えば・・）
▶来訪者にウエルカムの気持ちが伝えられるオープンな気持ちを持っている人。
▶自分の住まいや職場周辺の魅力スポット等、得意とする地域を持っていて、江東
区に不慣れな人に、江東区の魅力や情報を伝えられる人。
▶人と人の交流のきっかけをつくるコミュニケーションがとれる人、言葉が通じな
い人とのコミュニケーションの手段を知っている人。
▶UDの理解があり、困っている人を支援する基本的な知識と技術がある人。
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（２）ボランティアの活動イメージ（ボランティアの概念を広げて考えよう）
ボランティアとは、できることをできる範囲ですることが基本です。ボランティ

アの概念を広げるために、それにかける時間によってどんなことができるか考えてみ
ましょう。以下に考えられる行動を例示します。　

①瞬間ボランティア（仮称）
▶街中でのお互いのコミュニケーションのマナーもここでは広義のボランティアと
とらえます。

【活動例】
・エレベーター等ですれ違った時に会釈する
・ドアを開けて入る時に後ろの人を気にする
・外国人、子ども、子ども連れの人、障害者に声かけする
・高齢者に声かけする、席をゆずる
・災害等の緊急時に江東区に不慣れな人を誘導する
・マナー違反の人やお店に上手に伝える（※はみ出し商品や誘導ブロック上の荷物、
自転車等）

② 15分ボランティア（仮称）
▶少しだけ自分の時間を使って、来訪者や周囲の人への配慮や対応をします。
【活動例】
・道、地域の情報（土産、おいしい店等）、キップの買い方を教える
・障害者や高齢者に短い距離を誘導する、横断歩道を渡る介助をする、ホームから
電車のドアまで介助する

・視覚障害者の買い物の支援
・短いルートの介助

③２時間ボランティア（仮称）
▶もう少し長い時間、来訪者や支援が必要な人に応対できるようにします。
【活動例】
・観光コースの案内
・買い物の支援
・高齢者のちょっとした生活の手助け（電球替え、重い荷物を運ぶ）
・話相手になる



【グループワーク】まとめ

瞬間ボランティア 15分ボランティア

2時間ボランティア

【駅や乗り物での手伝い】
・大きな荷物を持った高齢者がバスに乗ろうとした時に
もたついていたので手助けをした。①

・駅でお年寄りの荷物を階段の上まで運んだ。①
・荷物の手伝いをいつもしている。②

【ベビーカーを使っている人への手伝い】
・駅でベビーカーを階段の上まで運んだ。①
・子育て中のサポート、ベビーカーの運搬。⑤
・ベビーカーの人がバスに乗るのを手伝った（赤ちゃん
をあやしてあげた）⑤

【車いすの通行を円滑に】
・電車・バスでスペースを確保できない間に周りが空け
てくれた。⑥

・通路を空けてくれる（邪魔をしない）。⑥
・ホームで車いすが通るスペースを空けてほしい（白線
の外側に行かないといけなくなる）。⑥

【エレベーターでゆずりあい】
・エレベーターで「開」を押して閉めずに待っていてく
れた。②③

・エレベーターで行先階を聞いてボタンを押す。④
・エレベーターのドアを開けたままにしれくれるのはよ
いが立つ位置を考えてほしい（車いすで入れない時
がある）。⑥

・エレベーターのボタンを押す親切も位置が悪く、邪魔
なこともある。⑥

【電車などで席をゆずる】
・新幹線の中で偶然妊婦さんのバッジを発見して席をゆ
ずった。①

・電車内で妊婦の方が赤ちゃんを抱っこしていたので席
をゆずった。②

・エンゼルマークを見て席をゆずった。②
・お年の方、子ども連れの方に席を譲る。③
・バスに乗るときには必ず席を譲られる。③
・電車での空席があれば教えてくれる人がいたらよい
（視覚障害）。②
・電車の席をゆずられて素直に受けたらとても嬉しそう
でした。①

【トラブル時に声かけをする】
・交通機関など交通トラブルによる情報を簡単な方法で
伝えてくれたこと（聴覚障害）。①

・見た目が同じため、他の人とのトラブルになったとき
の声掛けをする（視覚障害でも弱視など見た目でわ
からないことがある）。④

・具合が悪く歩行が苦しかった時「大丈夫ですか」と声
をかけてくれたこと。⑥

・電車の終点駅で起こしてくれた。②

【危険の回避】
・「あぶない」と声をかけてもらった（視覚障害）。①
・段差を何気なく教えてもらった（車いす）。②
・信号の前で赤・青を教えてくれた（視覚障害）。③④

【日常的な声かけ、手伝い】
・外国人に英語で乗換駅を教えた。②
・レストランで通りがかった人に声をかけてもらい、
ドリンクバーから希望の飲料を持ってきてもらった。
とてもうれしかった。電車の車内販売も同じで、声
をかけてもらえるとうれしい（視覚障害）。③

・スロープの手前で「押しましょうか」と声をかけて
もらった（車いす）。④

・お店で賞品が取れなかったとき、取ってもらった（車
いす）。④

・スーパーで車いすの方にお惣菜を取ってあげた。（車
いす）⑥

・お手伝いすることはありませんか？と言われた。（車
いす）⑥

・駅の階段で白杖を使っている高齢者（女性）が降り
てきたので「何かお手伝いすることがありますか」
と声をかけた。⑥

【外国人とのコミュニケーション】
・駅で外国人の旅行者から親切にされたので、ゼス
チャーで「ありがとう」とお礼を返した。③

・街で「大丈夫？」と声をかけてもらった。④
・初めて声をかけた。④
・イランとウズベキスタンでたくさんの人にこんにち
はと声をかけられた。⑤

・鏡の中で目が合った人がにっこりしてくれた。⑥

【わからないことをちょっと教えあう】
・外国人に券売機で切符の買い方を教える。⑤
・宿の予約なしで夜、空港についたら、心配した人が
日本語の通じる旅行会社に電話してくれた。⑤

・台湾で地下鉄への入口、エレベーターのある場所を
教えてもらった。⑥

【街を使うルールやマナーを守る】
・赤信号では渡らない。私の子も同じだった。②
・雨が降っている時に歩道をすれ違う時に傘を斜めに
して通行しやすいようにした。②

・点字ブロック上の自転車をずらしておいた。⑤
・リュックは満員電車では前に、はマナー＆ボランティ
ア。⑥

・バスの中、若い人がよけてくれないことがある、マナー
が悪い。⑥

・歩きスマホはやめましょう。⑥

【その人に応じた手伝い】
・レストランや居酒屋などで注文するとき聞こえない人
に対しては筆談メモ、見えない人には点字メニュー
を用意してくれたこと。①

・着替えの補助をしてお礼を言われた。②
・病院から外出するときにタクシーを呼んで乗る手伝い
をしてもらっている。（視覚障害）③

・英語・中国語で接客する。③

【困り事やトラブル対応】
・バッテリーが上がってしまった車いすを押してもらっ
た（190kg ある車いす）⑥

【会話を楽しむ】
・居酒屋で外国人に話しかけた。①
・海外に行ったときに全く知らない人に話しかけられご
飯の間ずっと会話をしていた。①

・旅先で出会った人が配慮してくれた。④

【その人に応じた手伝い、困り事解決】
・外国人友人の病院買い物のつきあい。⑤
・ネットが苦手な友人に、ネットで地下鉄の EVの位置
を調べて、ファクスで送った。③

・小学校の駐在保護者への通訳。⑤
・お店の注意書きの翻訳。⑤
・車いすの散歩につきあってくれる。⑥
・待ち合わせて同行する距離を長くする。⑥
・中途失明で点字に不慣れな人に本を読んで録音した。
②

【道案内】
・海外での観光コースの案内、初めての土地で文化（マ
ナー）やお薦めを伝えた。①

・大阪のおばちゃんに道案内してもらった。②
・旅行先で車に乗せてくれていろいろなところへ連れて
回ってくれた。④

・外国人をバスに乗って案内したら喜んでくれた。⑤
・シアトルでバスを間違えて郊外に出てしまい困ってい
たら、やってきた路線バスの運転手が「回送」にし
てホテル近くまで送ってくれた。⑤

【ちょっとした配慮】
・米国への出張の際に機内で後部座席の小さな女の子が
退屈そうだったので折鶴を折ってあげた。②

・つたないポルトガル語に時間をかけて聞いてくれた。
⑤

・季節の花がメッセージにちょっと飾ってあったり、折
り鶴が添えてある。③

【道案内】
・外国に行ったときに場所がわからず、一緒に探してく
れたこと。①

・門前仲町で道を案内してもらった。④
・新宿駅東口で会った韓国からの人を西口の小田急改札
まで連れて行った。⑤

・外国の人にバス乗る駅を教えてあげた。⑤
・道を聞かれて目的地まで連れて行った（うまく話せな
い人をアメリカ領事館まで）⑥

【日頃の活動】
・日頃の感謝をこめて、サプライズでボランティアさん
同士の結婚式をあげた。③

・毎日、誕生会（？）の手助け。⑤
・入院中に家に残してきた猫に食事を与えてくれた人が
いた。1ヵ月間毎日、猫の様子を写真に撮ってメール
で送ってくれた。③

・地域の安心・安全を守るための夜のパトロールでお礼
を言われた。③

・車いす、点検整備ボランティアの活動をしています。
⑤

【高齢者施設での支援】
・老人ホームに出向いて喫茶ボランティアをしている。
とても喜ばれている。③

・カラオケサロンで主に高齢者に集まっていただき、無
料でカラオケを楽しんでいる。③

【イベント参加】
・江ノ島の海岸を清掃した。②
・江東ボランティアまつり・江東区民まつりにて、ユニ
バーサルデザインのパネルを掲示しています。⑤

【災害時】
・3.11 の夜に蕎麦屋の前で通行人に飲みものを配ってい
た。④

○数字は意見が出たグループ番号
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ドリンクバーから希望の飲料を持ってきてもらった。
とてもうれしかった。電車の車内販売も同じで、声
をかけてもらえるとうれしい（視覚障害）。③

・スロープの手前で「押しましょうか」と声をかけて
もらった（車いす）。④

・お店で賞品が取れなかったとき、取ってもらった（車
いす）。④

・スーパーで車いすの方にお惣菜を取ってあげた。（車
いす）⑥

・お手伝いすることはありませんか？と言われた。（車
いす）⑥

・駅の階段で白杖を使っている高齢者（女性）が降り
てきたので「何かお手伝いすることがありますか」
と声をかけた。⑥

【外国人とのコミュニケーション】
・駅で外国人の旅行者から親切にされたので、ゼス
チャーで「ありがとう」とお礼を返した。③

・街で「大丈夫？」と声をかけてもらった。④
・初めて声をかけた。④
・イランとウズベキスタンでたくさんの人にこんにち
はと声をかけられた。⑤

・鏡の中で目が合った人がにっこりしてくれた。⑥

【わからないことをちょっと教えあう】
・外国人に券売機で切符の買い方を教える。⑤
・宿の予約なしで夜、空港についたら、心配した人が
日本語の通じる旅行会社に電話してくれた。⑤

・台湾で地下鉄への入口、エレベーターのある場所を
教えてもらった。⑥

【街を使うルールやマナーを守る】
・赤信号では渡らない。私の子も同じだった。②
・雨が降っている時に歩道をすれ違う時に傘を斜めに
して通行しやすいようにした。②

・点字ブロック上の自転車をずらしておいた。⑤
・リュックは満員電車では前に、はマナー＆ボランティ
ア。⑥

・バスの中、若い人がよけてくれないことがある、マナー
が悪い。⑥

・歩きスマホはやめましょう。⑥

【その人に応じた手伝い】
・レストランや居酒屋などで注文するとき聞こえない人
に対しては筆談メモ、見えない人には点字メニュー
を用意してくれたこと。①

・着替えの補助をしてお礼を言われた。②
・病院から外出するときにタクシーを呼んで乗る手伝い
をしてもらっている。（視覚障害）③

・英語・中国語で接客する。③

【困り事やトラブル対応】
・バッテリーが上がってしまった車いすを押してもらっ
た（190kg ある車いす）⑥

【会話を楽しむ】
・居酒屋で外国人に話しかけた。①
・海外に行ったときに全く知らない人に話しかけられご
飯の間ずっと会話をしていた。①

・旅先で出会った人が配慮してくれた。④

【その人に応じた手伝い、困り事解決】
・外国人友人の病院買い物のつきあい。⑤
・ネットが苦手な友人に、ネットで地下鉄の EVの位置
を調べて、ファクスで送った。③

・小学校の駐在保護者への通訳。⑤
・お店の注意書きの翻訳。⑤
・車いすの散歩につきあってくれる。⑥
・待ち合わせて同行する距離を長くする。⑥
・中途失明で点字に不慣れな人に本を読んで録音した。
②

【道案内】
・海外での観光コースの案内、初めての土地で文化（マ
ナー）やお薦めを伝えた。①

・大阪のおばちゃんに道案内してもらった。②
・旅行先で車に乗せてくれていろいろなところへ連れて
回ってくれた。④

・外国人をバスに乗って案内したら喜んでくれた。⑤
・シアトルでバスを間違えて郊外に出てしまい困ってい
たら、やってきた路線バスの運転手が「回送」にし
てホテル近くまで送ってくれた。⑤

【ちょっとした配慮】
・米国への出張の際に機内で後部座席の小さな女の子が
退屈そうだったので折鶴を折ってあげた。②

・つたないポルトガル語に時間をかけて聞いてくれた。
⑤

・季節の花がメッセージにちょっと飾ってあったり、折
り鶴が添えてある。③

【道案内】
・外国に行ったときに場所がわからず、一緒に探してく
れたこと。①

・門前仲町で道を案内してもらった。④
・新宿駅東口で会った韓国からの人を西口の小田急改札
まで連れて行った。⑤

・外国の人にバス乗る駅を教えてあげた。⑤
・道を聞かれて目的地まで連れて行った（うまく話せな
い人をアメリカ領事館まで）⑥

【日頃の活動】
・日頃の感謝をこめて、サプライズでボランティアさん
同士の結婚式をあげた。③

・毎日、誕生会（？）の手助け。⑤
・入院中に家に残してきた猫に食事を与えてくれた人が
いた。1ヵ月間毎日、猫の様子を写真に撮ってメール
で送ってくれた。③

・地域の安心・安全を守るための夜のパトロールでお礼
を言われた。③

・車いす、点検整備ボランティアの活動をしています。
⑤

【高齢者施設での支援】
・老人ホームに出向いて喫茶ボランティアをしている。
とても喜ばれている。③

・カラオケサロンで主に高齢者に集まっていただき、無
料でカラオケを楽しんでいる。③

【イベント参加】
・江ノ島の海岸を清掃した。②
・江東ボランティアまつり・江東区民まつりにて、ユニ
バーサルデザインのパネルを掲示しています。⑤

【災害時】
・3.11 の夜に蕎麦屋の前で通行人に飲みものを配ってい
た。④

○数字は意見が出たグループ番号



【江東区らしさを出せる人】
・人：下町の人情気のある人。④
・ア：下町の人情の良さをもっと素直に表したらどう
か。←植木をいただいたことがある。①

・ア：江東区には「おせっかい」がまだまだある。そ
れをもっと広げていきたい。③

【相手の立場、特徴を知っている人】
・人：視覚障害のニーズを知っている人。／ EVの「こ
ちらがあきます」は目の不自由な人にはわからな
い⑥／交差点に「盲人用押しボタン」とあったが、
利用する人は見えるのか？④　等

・人：自分が速く歩けない経験があるので、同じよう
な人に声かけできる。⑥

・人：相手が何に困っているか、サポートしてほしい
かが一目でわかるような人。①

・人：思いやりのある人。④
・人：相手の状況、気持ちを把握する、思いやる力が
必要。②

・人：和を大切にする。③
・ア：まちで必要なことを調査するときには、そのデー
タ分析の仕方が大切だ。当事者の意見を大切にし
てほしい。③

・ア：何ができないのか、できないことを言ってくれ
た方がよい。⑥

・ア：自分から要望することも必要。②
・阻：その人が何に困っているか考えてみること（知
識が少ない）。①

・阻：聞こえない人は普通の人と同じに見えるので（知
識がないと）わからない。④

・阻：障害のことを知らないと何を助けてあげたら良
いのかわからない。②

・他：（エスカレーターを急いで歩きたい人に対して）
杖を持つことで歩いて上れないことを周囲に理解
してもらえるという面もある。⑥

・他：筋力を落とさないようになるべく出かける。⑥

【差別の意識を無くす】
・人：人種の区別なく声掛けしましょう！④
・人：不自由な人と思わず、個性と思う。④
・ア：オリンピックとパラリンピックを分けずに同時
にやる。②

・阻：これまで障害者と健常者を分けてきたのでその
意識がじゃまをしているのではないか。②

・阻：「障害者の Aさん」といわれてしまうことが多い。
「Aさんと会ったらその人がたまたま障害者だった」
となってほしい。（その 2つの意識には差がある）②

・阻：子どものころからの意識。②
・阻：障害者だからという意識。④

【多様性を前提に考える】
・ア：外国人がいることを想定したしくみづくり。⑤
・ア：多文化コミュニケーションのボランティアがあ
るとよい（障害者もできる）。③

【楽しむこと】
・人：ボランティアのポイントは「楽しんでいるかど
うか」だと思う。また逆に、楽しませることができ
るかどうかも大切。土井先生のおっしゃっていた
win win の関係になることができるとよい。③

・人：「ボランティア」の意識より一緒に楽しんで一緒
に行動。⑥

【ためらわず、ちょっとの勇気を持って】
・人：何でも自分から進んで行う人。③
・人：瞬間的な勇気があればよいと思う。④
・人：声をかけるのは勇気がいるがしなければ…。⑥
・人：ためらわずに、良いことはする！③
・人：自分の意見を「臆せず」伝えること。③
・人：コミュニケーション能力の向上が必要（英語と
かではなくて）「勇気」を持つ。②

【意識を外に向ける】
・人：意識を外に向ける。⑥
・人：周囲に十分な注意を向ける。⑥

【相手に伝えようとする気持ち】
・人：まずは声をかける。伝えようとする気持ちが必要。
②

・人：人と人をつなげる。③
・人：「ありがとう」をきちんと言えること（「すみま
せん」ではなく）。②

・人：笑顔一つで違う！実感。⑥
・ア：東西線のすごい混雑の中、すばらしい（ほめる）。
⑥

【気楽にやる】
・人：楽に伝える気持ちを持つこと。①
・人：失敗をおそれず気楽に接すること。①
・人：困っている人がいたら、気楽に声掛けすること。
①

・人：深く考えずに、まずは声をかけてみる。①

【人の目を気にしない】
・人：空気を読まない、ずうずうしくなる。②
・人：周りの目より自分の行動を信じる。⑤
・阻：あうんの呼吸はいらいのではないか。②
・阻：周りの目を意識してしまうこと。①
・阻：日本人は良いことをするのに照れがある（モン
ゴルではそういうことは全くない）。何かしたとき
に「ありがとう」ではなく「すみません」と言われ
る。②

【こだわらない】
・人：英語にこだわらないコミュニケーション。⑤
・人：完璧を求めない、ほどほどで。⑤

【断られても気にせずに】
・人：断られたら恥ずかしい（と思わないようにする）。
①

・人：一回声をかけて断られると、多くの障害者が断
ると思われるかもしれないが、たまたまそういうこ
とだったと思う。④

・ア：声かけを断られてもよいという環境を！⑥
・阻：親切を断られたことがあるのでためらう（声を
かけにくい）。①

【IT 技術も使う】
・ア：IT 技術を活用して、外国観光客への多言語対応道
案内をしたらよいと思う。③

・ア：QRコードを使って、近くの公共施設の車いすや
AEDの情報を簡単に見つけられるようにしたらよい。
③

【適材適所】
・ア：IT が使える若者は、苦手な高齢者の役に立てる。
異世代が協力するとよい。③

・ア：女性をリーダーに！③

【慣れること、機会を増やすこと】
・ア：何に困っているかをざっくばらんに話を聞く機会。
⑤

・ア：外国の方や障害のある方と慣れる場を作る。⑤
・ア：気軽に英語を話せるお茶会飲み会。⑤
・ア：知り合うことが大切。チャンスがない。③
・ア：当事者が語らう機会が必要だと思う。③
・ア：ふれ合う機会をたくさんつくる。②
・ア：学習することが大切。④
・ア：車いすに乗ってみる。②
・阻：理解する機会が少なかったことに原因があるので
は？②

・阻：このようなワークショップに出てくる人が街にい
ない。③

【伝えるテクニック】
・人：もっと具体的な表現を意識する。⑥
・ア：一声運動の推進をする。④
・ア：「どうしました？」「お手伝いすることはあります
か？」の声かけの啓発。⑥

・ア：思いやりの気持ちをうまく伝えられない、「どう
しました」「大丈夫ですか」の一言でいい。⑥

・ア：具体的に指し示すとよいのでは（代名詞でなく）。
⑥

・ア：声をかける練習、コンテストをやろう。②
・ア：指しでのHELP で最後まで面倒（？）。⑤

２　これから求められるボランティアの人物像、それを阻害している要因は？　こんな取り組みがあると良い。

人：人物像
ア：取り組みアイデア
阻：阻害する要因
他：その他

○数字は意見が出た
グループ番号



第１回：オリエンテーション

【江東区らしさを出せる人】
・人：下町の人情気のある人。④
・ア：下町の人情の良さをもっと素直に表したらどう
か。←植木をいただいたことがある。①

・ア：江東区には「おせっかい」がまだまだある。そ
れをもっと広げていきたい。③

【相手の立場、特徴を知っている人】
・人：視覚障害のニーズを知っている人。／ EVの「こ
ちらがあきます」は目の不自由な人にはわからな
い⑥／交差点に「盲人用押しボタン」とあったが、
利用する人は見えるのか？④　等

・人：自分が速く歩けない経験があるので、同じよう
な人に声かけできる。⑥

・人：相手が何に困っているか、サポートしてほしい
かが一目でわかるような人。①

・人：思いやりのある人。④
・人：相手の状況、気持ちを把握する、思いやる力が
必要。②

・人：和を大切にする。③
・ア：まちで必要なことを調査するときには、そのデー
タ分析の仕方が大切だ。当事者の意見を大切にし
てほしい。③

・ア：何ができないのか、できないことを言ってくれ
た方がよい。⑥

・ア：自分から要望することも必要。②
・阻：その人が何に困っているか考えてみること（知
識が少ない）。①

・阻：聞こえない人は普通の人と同じに見えるので（知
識がないと）わからない。④

・阻：障害のことを知らないと何を助けてあげたら良
いのかわからない。②

・他：（エスカレーターを急いで歩きたい人に対して）
杖を持つことで歩いて上れないことを周囲に理解
してもらえるという面もある。⑥

・他：筋力を落とさないようになるべく出かける。⑥

【差別の意識を無くす】
・人：人種の区別なく声掛けしましょう！④
・人：不自由な人と思わず、個性と思う。④
・ア：オリンピックとパラリンピックを分けずに同時
にやる。②

・阻：これまで障害者と健常者を分けてきたのでその
意識がじゃまをしているのではないか。②

・阻：「障害者の Aさん」といわれてしまうことが多い。
「Aさんと会ったらその人がたまたま障害者だった」
となってほしい。（その 2つの意識には差がある）②

・阻：子どものころからの意識。②
・阻：障害者だからという意識。④

【多様性を前提に考える】
・ア：外国人がいることを想定したしくみづくり。⑤
・ア：多文化コミュニケーションのボランティアがあ
るとよい（障害者もできる）。③

【楽しむこと】
・人：ボランティアのポイントは「楽しんでいるかど
うか」だと思う。また逆に、楽しませることができ
るかどうかも大切。土井先生のおっしゃっていた
win win の関係になることができるとよい。③

・人：「ボランティア」の意識より一緒に楽しんで一緒
に行動。⑥

【ためらわず、ちょっとの勇気を持って】
・人：何でも自分から進んで行う人。③
・人：瞬間的な勇気があればよいと思う。④
・人：声をかけるのは勇気がいるがしなければ…。⑥
・人：ためらわずに、良いことはする！③
・人：自分の意見を「臆せず」伝えること。③
・人：コミュニケーション能力の向上が必要（英語と
かではなくて）「勇気」を持つ。②

【意識を外に向ける】
・人：意識を外に向ける。⑥
・人：周囲に十分な注意を向ける。⑥

【相手に伝えようとする気持ち】
・人：まずは声をかける。伝えようとする気持ちが必要。
②

・人：人と人をつなげる。③
・人：「ありがとう」をきちんと言えること（「すみま
せん」ではなく）。②

・人：笑顔一つで違う！実感。⑥
・ア：東西線のすごい混雑の中、すばらしい（ほめる）。
⑥

【気楽にやる】
・人：楽に伝える気持ちを持つこと。①
・人：失敗をおそれず気楽に接すること。①
・人：困っている人がいたら、気楽に声掛けすること。
①

・人：深く考えずに、まずは声をかけてみる。①

【人の目を気にしない】
・人：空気を読まない、ずうずうしくなる。②
・人：周りの目より自分の行動を信じる。⑤
・阻：あうんの呼吸はいらいのではないか。②
・阻：周りの目を意識してしまうこと。①
・阻：日本人は良いことをするのに照れがある（モン
ゴルではそういうことは全くない）。何かしたとき
に「ありがとう」ではなく「すみません」と言われ
る。②

【こだわらない】
・人：英語にこだわらないコミュニケーション。⑤
・人：完璧を求めない、ほどほどで。⑤

【断られても気にせずに】
・人：断られたら恥ずかしい（と思わないようにする）。
①

・人：一回声をかけて断られると、多くの障害者が断
ると思われるかもしれないが、たまたまそういうこ
とだったと思う。④

・ア：声かけを断られてもよいという環境を！⑥
・阻：親切を断られたことがあるのでためらう（声を
かけにくい）。①

【IT 技術も使う】
・ア：IT 技術を活用して、外国観光客への多言語対応道
案内をしたらよいと思う。③

・ア：QRコードを使って、近くの公共施設の車いすや
AEDの情報を簡単に見つけられるようにしたらよい。
③

【適材適所】
・ア：IT が使える若者は、苦手な高齢者の役に立てる。
異世代が協力するとよい。③

・ア：女性をリーダーに！③

【慣れること、機会を増やすこと】
・ア：何に困っているかをざっくばらんに話を聞く機会。
⑤

・ア：外国の方や障害のある方と慣れる場を作る。⑤
・ア：気軽に英語を話せるお茶会飲み会。⑤
・ア：知り合うことが大切。チャンスがない。③
・ア：当事者が語らう機会が必要だと思う。③
・ア：ふれ合う機会をたくさんつくる。②
・ア：学習することが大切。④
・ア：車いすに乗ってみる。②
・阻：理解する機会が少なかったことに原因があるので
は？②

・阻：このようなワークショップに出てくる人が街にい
ない。③

【伝えるテクニック】
・人：もっと具体的な表現を意識する。⑥
・ア：一声運動の推進をする。④
・ア：「どうしました？」「お手伝いすることはあります
か？」の声かけの啓発。⑥

・ア：思いやりの気持ちをうまく伝えられない、「どう
しました」「大丈夫ですか」の一言でいい。⑥

・ア：具体的に指し示すとよいのでは（代名詞でなく）。
⑥

・ア：声をかける練習、コンテストをやろう。②
・ア：指しでのHELP で最後まで面倒（？）。⑤

２　これから求められるボランティアの人物像、それを阻害している要因は？　こんな取り組みがあると良い。

人：人物像
ア：取り組みアイデア
阻：阻害する要因
他：その他

○数字は意見が出た
グループ番号


